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を GAITRite electronic walkway（CIR Systems）で計測した。
レントゲン撮影は立位で A-P を撮り，下肢は3方向から撮影した。
構造的脚長差がある57名と健常者106名の比較において，骨盤傾斜角，膝屈曲角の差，踵骨内反／
外反角の差，舟状骨高の差，歩幅の差に有意差が認められた。多変量ロジスティック回帰分析の結果，
Log p/(1－p)=0.785+0.474骨盤傾斜角＋0.519膝屈曲角の差＋0.729踵骨内反／外反角の差の関係式が
得られた。なお p は構造的脚長差の可能性を示す。
多変量ロジスティック回帰分析の結果，3つの独立変数（骨盤傾斜角，膝屈曲角の差，踵骨内反／
外反角の差）を用いることによって構造的脚長差の有無の判断ができるようになったことは，臨床現
場における構造的脚長差の判断に有用性が高い。現在，構造的脚長差の診断はレントゲン撮影に依存
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しているが，本研究はシンプルかつ汎用性が高く，ローコストで放射線照射もなく，再現性のある診
断援助の方法を提供する。先行研究（Resende ら；2016，Swaminathan ら；2014）では，構造的脚
長差の患者の歩行中に，踵骨内反，膝屈曲，骨盤傾斜によって代償すると報告している。本研究では
同様の傾向を認めたが，それは静止立位時の状態であった。２ cm 以下の構造的脚長差の患者は，長
期間にわたって生体力学的に不均衡な状態であるため，静止立位時にも偏位が生じているものと考え
られた。
構築性脚長差の独立変数を評価するために，多変量ロジスティック回帰モデルを使用した。性別，
年齢，身長および体重を調整した後，骨盤傾斜角，膝屈曲角の差，および踵骨の内反または外反の差
異を構築性脚長差の3つの独立変数とした。その結果，これら3項目の組合せは，判別感度が非常に
良好であった。この成果は臨床医に対して，40～60歳台の患者におけるローコストで放射線照射もな
く，再現性のある診断援助の方法を提供することになることが評価される。
今後の研究展開の中で取り組まれるべき課題は3つある。一つは被験者数が少ないため過大な解釈
に注意が必要であること，２つ目は分析に使用した独立変数には限りがあり，年齢，性別，身長，体
重以外の項目についても検討していく必要があること，3つ目は被験者は病院のリハビリテーション
科の外来患者に限られており，年齢も40～60歳の範囲であることである。したがって，本研究の結果
が他の年齢層にも適応できるか検証が必要である。
以上のことから，審査委員会は本論文を博士論文に相応しいと認める。
